
(57)【要約】

【課題】　比較的に弱い力で、安全に剪定できるはさみ

を提供する。

【解決手段】　刃部分と柄部分を持つ２つの部品を軸で

回転可能に連結したはさみにおいて、刃部分の先端と軸

を結ぶ軸線と刃部分の切断部分がほぼ重なり、刃部分の

切断部分が凹状に形成されている。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 刃 部 分 と 柄 部 分 を 持 つ ２ つ の 部 品 を 軸 で 回 転 可 能 に 連 結 し た は さ み に お い て 、 刃 部 分 の
先 端 と 軸 を 結 ぶ 軸 線 と 刃 部 分 の 切 断 部 分 が ほ ぼ 重 な り 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 が 凹 状 に 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る は さ み 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の は さ み に お い て 、 一 方 の 部 品 の 刃 部 分 の 切 断 部 分 に １ つ の 凹 形 状 が 形 成
さ れ て お り 、 他 方 の 部 品 の 刃 部 分 の 切 断 部 分 に ２ つ の 凹 形 状 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る は さ み 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の は さ み に お い て 、 一 方 の 部 品 の 刃 部 分 の 切 断 部 分 に １ つ の 凹 形 状 が 形 成
さ れ て お り 、 他 方 の 部 品 の 刃 部 分 の 切 断 部 分 に １ つ の 凹 形 状 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る は さ み 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の は さ み に お い て 、 一 方 の 部 品 の 刃 部 分 の 切 断 部 分 に 複 数 の 凹 形 状 が 形 成
さ れ て お り 、 他 方 の 部 品 の 刃 部 分 の 切 断 部 分 に 複 数 の 凹 形 状 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る は さ み 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 は さ み に 関 し 、 特 に 剪 定 に 適 し た は さ み に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ６ は 、 一 般 的 な は さ み を 示 す 図 で あ り 、 生 け 花 等 の 剪 定 に も 用 い ら れ て い る 。 こ の は
さ み １ ０ は 、 ほ ぼ 対 称 的 な ２ つ の 部 品 か ら な り 、 各 部 品 は 、 刃 部 分 １ ２ が 柄 部 分 １ ４ の 延
長 上 に 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 部 品 同 士 は 軸 １ ６ に よ っ て 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 軸
１ ６ と 刃 部 分 の 先 端 を 結 ぶ 線 Ｘ （ 以 下 、 軸 線 と よ ぶ ） は 刃 部 分 １ ２ の ほ ぼ 中 央 を 通 り 、 柄
部 分 の 内 側 に 延 び て い る 。 す な わ ち 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 （ 内 側 部 分 ） は 軸 線 Ｘ よ り 内 側 に
位 置 し て い る 。 ま た 、 切 断 部 分 は 直 線 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 種 々 の 剪 定 ば さ み が 提 案 さ れ て い る が 、 そ の 中 で 、 摘 花 ハ サ ミ が 特 開 平 ９ － １ ３
５ ６ ２ ９ 号 公 報 に 、 自 在 剪 定 バ サ ミ が 特 開 平 ８ － ３ ３ ６ ６ ７ ９ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。
こ れ ら の ハ サ ミ は 、 前 述 の ハ サ ミ と 同 様 に 、 軸 は 刃 部 分 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し て お り 、 刃 部
分 の 切 断 部 分 は 直 線 形 状 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ３ ５ ６ ２ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ３ ３ ６ ６ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 前 述 の い ず れ の ハ サ ミ も 軸 が 刃 部 分 の 中 央 に あ り 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 が 直 線 状
で あ る の で 、 開 き 角 が 小 さ く 、 ま た 、 切 断 部 分 が 直 線 状 で あ る の で 、 切 断 の 際 に 枝 や 幹 が
外 方 に 滑 り 易 く 上 手 く 切 断 で き に く い 。 開 き 角 を な す 位 置 が 軸 か ら 離 れ て い る の で 、 切 断
の 際 に は 、 強 い 力 を 必 要 と し て い る 。 そ の た め 、 切 断 の 際 に 強 い 力 を 加 え る と 、 枝 や 幹 が
滑 り 指 を 柄 部 分 で 強 く 挟 み が ち で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 比 較 的 に 弱 い 力 で 、 安 全 に 剪 定 で き る は さ み を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の は さ み は 、 刃 部 分 と 柄 部 分 を 持 つ ２ つ の 部 品 を 軸

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-295901 A 2005.10.27



で 回 転 可 能 に 連 結 し た は さ み に お い て 、 刃 部 分 の 先 端 と 軸 を 結 ぶ 軸 線 と 刃 部 分 の 切 断 部 分
が ほ ぼ 重 な り 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 が 凹 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 比 較 的 に 弱 い 力 で 、 安 全 に 剪 定 で き る は さ み が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 刃 部 分 と 柄 部 分 を 持 つ ２ つ の 部 品 を 軸 で 回 転 可 能 に 連 結 し た は さ み に お い て
、 刃 部 分 の 先 端 と 軸 を 結 ぶ 軸 線 と 刃 部 分 の 切 断 部 分 が ほ ぼ 重 な り 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 が 凹
状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る は さ み で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の は さ み （ 閉
じ た 状 態 ） を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 は さ み の 上 刃 部 品 の 正 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 は
さ み の 下 刃 部 品 の 正 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 は さ み の 開 い た 状 態 の 正 面 図 で あ り 、 図 ５ は 、
は さ み の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お い て 、 は さ み １ ０ は 、 刃 部 分 １ ２ と 柄 部 分 １ ４ を 持 つ ２ つ の 部 品 （ 上 刃
部 品 と 下 刃 部 品 ） を 軸 １ ６ で 回 転 可 能 に 連 結 し て い る 。 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 軸 １ ６
と 刃 部 分 の 先 端 を 結 ぶ 線 （ 以 下 、 軸 線 と 呼 ぶ ） Ｙ は 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 （ 内 側 部 分 ） １ ８
と ほ ぼ 重 な り 合 う 。 こ れ は 、 刃 部 分 と 柄 部 分 と が 、 通 常 の は さ み の 直 線 形 状 と 異 な り 、 緩
や か な Ｓ 字 状 の 曲 線 を な し て 一 体 に 形 成 さ れ 、 軸 １ ６ が そ の 遷 移 個 所 に 位 置 し て い る か ら
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す 上 刃 部 品 で は 、 刃 部 分 １ ２ の 切 断 部 分 １ ８ は 、 ３ つ の 湾 曲 部 が 形 成 さ
れ て お り 、 す な わ ち 、 軸 １ ６ か ら 近 い 方 か ら ２ つ の 凹 部 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 、 凸 部 １ ８ ｃ が 形
成 さ れ て お り 、 こ れ ら は 軸 線 Ｙ と ほ ぼ 重 な り 合 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す 下 刃 部 品 で は 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 １ ８ は 、 ２ つ の 湾 曲 部 が 形 成 さ れ て
お り 、 す な わ ち 、 軸 １ ６ に 近 い 方 か ら １ つ の 凹 部 １ ８ ｄ 、 １ つ の 凸 部 １ ８ ｅ が 形 成 さ れ て
お り 、 こ れ ら は 軸 線 Ｙ と ほ ぼ 重 な り 合 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 述 の 実 施 例 の 上 刃 部 分 に は ２ つ の 凹 部 が 形 成 さ れ 、 下 刃 部 分 に は １ つ の 凹 部 が 形 成 さ
れ て い る が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 上 刃 部 分 に は １ つ の 凹
部 が 形 成 さ れ 、 下 刃 部 分 に は １ つ の 凹 部 が 形 成 さ れ て も よ く 、 ま た は 、 上 刃 部 分 に は 複 数
の 凹 部 が 形 成 さ れ 、 下 刃 部 分 に は 複 数 の 凹 部 が 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 は さ み が 開 い た 状 態 を 示 す 図 ４ を 参 照 す る と 、 刃 部 分 の 切 断 部 分 の 開 き 角 、 す な わ ち 、
切 断 部 分 １ ８ ａ と １ ８ ｄ の な す 角 は 、 図 ６ に 示 す は さ み と 比 べ る と 、 か な り 大 き い 。 ま た
、 軸 １ ６ と 開 き 角 の 位 置 と の 間 の 距 離 Ｄ は 、 図 ６ に 示 す は さ み と 比 べ る と 、 か な り 短 い も
の で あ る 。 こ の た め 、 枝 や 幹 を 挟 む と き 、 か な り 大 き な も の を 手 前 に 挟 む こ と が で き 、 切
断 の 際 に は 、 て こ の 原 理 に よ っ て 、 弱 い 力 で 切 断 で き る 。 ま た 、 こ れ ら の 部 分 は い ず れ の
切 断 部 分 も 凹 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 枝 や 幹 を 滑 ら せ に く く し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 太 い 枝 や 幹 の 切 断 の 際 に は 、 切 断 部 分 １ ８ ｂ と １ ８ ｄ で 挟 む こ と に よ り 、 切 断 を
行 う こ と が で き 、 細 い 太 い 枝 や 幹 の 切 断 の 際 に は 、 切 断 １ ８ ｃ と １ ８ ｅ を 用 い て 切 断 す る
こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の は さ み の 正 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 ２ は 、 は さ み の 上 刃 部 品 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 は さ み の 下 刃 部 品 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 は さ み を 開 い た 状 態 で 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 は さ み の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 従 来 例 の は さ み の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ０ 　 は さ み
１ ２ 　 刃 部 分
１ ４ 　 柄 部 分
１ ６ 　 軸
１ ８ 　 切 断 部 分

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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